
は敗戦/謀反の罪等で死去した人物

蘇我稲目

物部尾輿 ※蘇我隆盛の祖。

小姉君 石姫

③物部守屋 ？布都姫 ⑥善信尼 ※堅塩媛の妹 堅塩媛

※小姉君の姉

蘇我蝦夷 穴穂部皇子 崇峻天皇 穴穂部間人皇女 用明天皇 ①推古天皇 敏達天皇 広姫

蘇我倉麻呂

竹田皇子
押坂彦人大兄皇子

糠手姫 茅淳王　　　 吉備姫王

大俣女王

⑤膳部菩岐々美郎女
　かしわでのほききみのいらつめ

⑦小野妹子 蘇我法提郎女 舒明天皇

刀自古郎女

⑨蘇我入鹿 ⑧山背大兄皇子 古人大兄皇子 ⑪中大兄皇子 大海人皇子 間人皇女　 孝徳天皇  安倍内小足媛

蘇我倉山田石川麻呂 蘇我日向 蘇我赤兄 蘇我連子 ⑮有馬皇子

蘇我娼子

は敗戦/謀反の罪等で死去した人物

蘇我蝦夷 蘇我倉麻呂

⑨蘇我入鹿 ⑯柿本人麻呂

蘇我倉山田石川麻呂 　　　蘇我赤兄 蘇我連子

蘇我倉山田遠智娘

蘇我娼子

橘娘

色夫古娘
越道君伊羅都売

蘇我倉山田姪娘

⑰額田王

伊賀宅子娘

藤原麻呂 藤原宇合 藤原房前 藤原武智麻呂 太田皇女 宍人 𭬨媛娘

（京家） （式家） （北家） （南家） 尼子娘

㉕元明天皇 ㉔草壁皇子 ㉒大津皇子 ㉓大伯皇女 ⑲大友皇子 ⑳十市皇女 忍壁皇子 明日香皇女 川島皇子 志貴皇子

賀茂比売

御名部皇女

藤原宮子 文武天皇 元正天皇 桓武天皇

藤原長娥子 葛野王

光明皇后 聖武天皇

吉備内親王

平安時代に摂政・関白を輩出
後の藤原道長も北家の出自

㉑高市皇子

県犬養三千代 

長屋王

蘇我日向

藤原不比等

⑪天智天皇

⑬天武天皇

⑱五百重娘
　いおえのいらつめ

⑭持統天皇

②蘇我馬子

⑫藤原鎌足

　

飛鳥時代人物相関図【大化の改新後】

④聖徳太子
（厩戸皇子）

　飛鳥時代人物相関図【大化の改新前】

欽明天皇
②蘇我馬子

敏達・用明の二天皇の時代に大連をつとめる。

仏教受容に反対し蘇我馬子と対立。また、皇位継承に

際し穴穂部皇子の擁立を図るも、多くの皇族等を味方

にした蘇我馬子に責められ敗死。天武天皇時代に石

上氏に改姓。

●ゆかりの地 伝守屋の墓（八尾市）

※享年７５歳？

推古天皇、聖徳太子とともに政治運営。排仏派の物部守屋

を滅ぼしたのち、日本最初の本格的寺院飛鳥寺を建立する

など仏教興隆に貢献。

●ゆかりの地 飛鳥寺（明日香村）

※日本最初の尼僧の一人。渡来人の司馬達等の娘。

物部氏の迫害を受けるも１５歳で百済へ留学し、

受戒の法を学ぶ。

１７歳で帰国し、桜井寺（豊浦寺）に住持。

●ゆかりの地 豊浦寺（明日香村）

※皇位を望む。炊飯姫（推古天皇）を襲う。

物部と組むが誅殺される。一説には藤ノ木古

墳の被葬者は宅部皇子との合葬とも。

※第32代

蘇我馬子配下の東漢駒により

殺害される。

※息子、聖徳太子と合葬される。

※太子４人の妻の一人。

太子の薨去する前日に亡くなり、太子の母・聖徳

太子とともに合葬され、聖徳太子に最も愛された

妃であろうと言われる。

●ゆかりの地 磯長陵（太子町）。

※山背大兄皇子襲撃。

後、乙巳の変により、中大兄皇子（後の天智天皇）と

中臣鎌足によって暗殺される。

●ゆかりの地 飛鳥板蓋宮（明日香村）

※推古天皇亡き後、次期天皇有力候補と

なるも蘇我蝦夷の推す田村皇子（舒明天

皇）が皇位につく。

数年後、古人大兄皇子を推す蘇我入鹿に

斑鳩宮を襲撃され妻子とともに自害。

●ゆかりの地 法隆寺（斑鳩町）

※享年４８歳

推古天皇の時代、皇太子として冠位十

二階制や十七条憲法を制定。

幼少期から仏教を篤く信仰し仏教興隆

に尽力した。

●ゆかりの地 橘寺（明日香村）

※遣隋使。裴世清を伴って帰国するも、皇帝からの返

書を紛失する？

妹子はその後も再び遣使として隋に渡る。

華道池坊の祖。

●ゆかりの地 妹子の墓（太子町）

※31代。即位2年で死去、そ

の後、蘇我氏×物部氏の皇位

継承をめぐる争いが起こる。

※29代

継体天皇の子。敏達天皇・用明

天皇・崇峻天皇・推古天皇、4人

の天皇の父。

（額田部皇女）

※33代

享年７４歳。日本史上初の女性天皇として36年

間その地位にある。

遣隋使の派遣、冠位十二階や十七条憲法など国

の基盤となる制度を整えた。

●ゆかりの地 豊浦寺（明日香村）

⑩皇極・斉明天皇

※35代・37代 享年６７歳。夫舒明天皇崩御

により即位。乙巳の変後、弟の孝徳天皇に

譲位。重祚後は大規模な土木工事を行った。

九州で死去。

●ゆかりの地 朝倉宮（福岡市）

※母に愛され合葬（植山古墳？)

※30代

仏教禁止を命じ物部守屋は寺院に火

をかけ、仏像を難波の堀江に棄てさせ

る。

※34代 田村皇子と呼ばれる。

第一次遣唐使を派遣。

蘇我蝦夷に推され皇位。飛鳥岡本宮

から百済宮にうつり死去。

※36代 軽皇子と呼ばれる。

乙巳の変後、難波に遷都するも、

皆が飛鳥へ帰り、一人都に残され後病死。

※父、孝徳天皇崩御ののち、心の病を装い、

療養と称して牟婁の湯に赴く。

謀反の罪にて和歌山県藤代坂にて１９歳の

若さで絞首刑に処される。

●ゆかりの地 藤代坂（和歌山県）る。

※入鹿亡き後皇位を断り出家するも

謀反により中大兄皇子に攻め殺される。

※38代 享年４６歳

国政を専横した蘇我入鹿を乙巳の変で滅ぼす。

母斉明天皇の元、大化の改新を推進。

白村江の戦いに敗れると大津へ遷都し即位。

●ゆかりの地 大津宮（大津市）

ひむがしの野にかぎろいの立つ見えて

かへり見すれば月かたぶきぬ
柿本人麻呂の歌 軽皇子、草壁皇子をうたう

あかねさす紫野行き標野行き

野守は見ずや君が袖振る
額田王の歌 大海人皇子に歌う

※日本史最大氏族「藤原氏」の始祖。

乙巳の変で蘇我入鹿を暗殺。槻木の広場で中大兄皇子

との出会いは有名なエピソード。

死の間際には天智天皇から最上位の冠位「大織冠」と

大臣の位を授かり、「藤原」の姓を賜る。

●ゆかりの地 談山神社（桜井市）

※山背大兄皇子襲撃

後、乙巳の変により、中大兄皇子（後の天智天皇）

と中臣鎌足によって暗殺される。

●ゆかりの地 飛鳥板蓋宮（明日香村）

持統天皇・元明天皇、大津皇子

の祖父。

※謀反の疑いをかけられ自害。

※石川麻呂を陥れる。

中大兄皇子の指示？

※有馬皇子を陥れる。

中大兄皇子の指示？

※藤原四家中、三家の母。

※姪娘の姉。太田皇女、持統天皇の母。

建皇子を生んでまもなく死去？

※遠智娘の妹。姉の死去のあと、姉の子

（太田皇女・持統天皇）も育てる。

※天武天皇の夫人。

天武天皇との間に交わす、大原の里に

降る雪の万葉歌が有名。天武天皇崩御

後、藤原不比等と同父婚。藤原4兄弟の

末子藤原麻呂を産む。

●ゆかりの地 大原の里（明日香村）

※大臣家の蘇我氏の娼子を嫡妻に迎え蘇我の地位

を受けつぐ氏となった。日本書紀の初見は持統朝か

ら、特に祖母持統天皇の望む文武天皇の擁立に功

績をあげる。また、文武天皇の側近である県犬養三

千代と婚姻関係を結び娘宮子を文武夫人とし、聖武

天皇の姻戚の地位を得る。

※藤原氏の血筋初の天皇となる聖武

天皇の母。出産後、病に長く苦しむ。

※元明天皇、文武天皇に

仕える。

橘諸兄の母。

橘奈良麻呂の祖母。

※聖武天皇の皇后で孝謙天皇の母。藤原不比等を父とする。729年、

初の人臣出身皇后となり、これによって藤原氏の地位が確立された。

自らを「藤三娘（藤原の３女）」とも。天皇と共に仏教を深く信仰し、皇后の

勧めによって国分寺が創建されたといわれる。また孤児・病者の救済を目

※長屋王の妻。不比等の娘であるため長

屋王の変では助命される。

※元明天皇の姉。長屋王の母。

万葉集に中継ぎとして即位した姉を励ます歌がある。

※第43代

阿閉皇女とよばれた。天陳天皇の娘。元正天皇、

文武天皇の母。

天武天皇崩御、草壁皇子亡き後、文武天皇も早

世し、即位。

在位中には和同開珎や平城京への遷都も行う。

●ゆかりの地 平城京（奈良市）

※第45代 首皇子とよばれた。

724年即位し、積極的に唐代の文物制度を採り入れて国政の充実に努める。

また仏教を深く信仰し、国ごとに国分僧尼寺を建立し、自ら書写した経文を納めた。 さ

らに東大寺を建立し、奈良大仏を鋳造して天平文化をつくりだす。

※馬子の娘

※41代 鸕野讚良皇女とよばれた。

天武天皇の皇后。息子、草壁皇子が27歳で早世後、即位。

夫、天武天皇の遺志を継ぎ藤原京造営、大宝律令の制定など推進。

崩御後は天武天皇と合葬。

●ゆかりの地 檜隈大内陵（明日香村）

※持統天皇の姉。死後斉明天皇・間人皇女の近くに埋葬

※第42代

珂瑠皇子とよばれた。草壁皇子の没後、

即位。大宝律令を施行し律令国家を

完成させた。

竹取物語の帝は文武天皇との説有。

※第44代

文武天皇の同母姉。母、元明天皇に代わって未婚のまま即位。

724年に首皇子（聖武天皇）に譲位するまで養老律令の編纂、

日本書紀の撰進、三世一身法の制定などを行う。

※元正天皇の妹。夫長屋王とともに自死。

※父は天武天皇の長男、高市皇子。母は天智天皇の娘（元明天皇の同

母姉）の御名部皇女。

藤原不比等亡き後、皇親政治を進め、税の免除や三世一身法の施行な

ど行う。

元明天皇崩御後、聖武天皇の長男基王を左道により呪い殺した罪によ

り妻とともに自死。

長屋王の死後、藤原四兄弟による政治が始まる。

※天智天皇の孫であるが高市皇子薨去後、文

武天皇による直系継承を主張。文武立太子へ寄

与。

神武天皇から持統天皇までの漢風諡号を撰進

した淡海三船の祖父。

よき人のよしとよく見てよしと言ひし

吉野よく見よよき人よく見つ
天武天皇の歌

※天武天皇次男。（吉野の盟約参加）

皇太子になるも27歳の若さで病死。万

葉集には草壁皇子の死を嘆く歌が23首

掲載されている。皇子自身は大津皇子と

石川郎女を奪い合う万葉歌も残す。

●ゆかりの地 吉野宮（吉野町）

※天武天皇三男。（吉野の盟約参

加）

逞しく文武ともに優れ信望を集める

人物といわれる。天武天皇の政治も

補佐するも父の死後、川島皇子の密

告により自害。享年２４歳。

●ゆかりの地 二上山（香芝市）

※大伯の海で生まれる。１４歳にして伊

勢神宮の祭祀をおこなう斎宮を努める。

父亡き後、弟、大津皇子が謀反の疑い

で自害させられたため退下。万葉集に

は弟を偲ぶ歌が残る。

●ゆかりの地 斎宮（明和町）

※天智天皇長男。

父、天智天皇に後継者として期待される。

父亡き後叔父、大海人皇子との戦い壬申の乱に

敗れ自死。享年24歳

●ゆかりの地 山前（大津市）

※壬申の乱では父と夫が戦う事態になり、

父方に従う。皇女の死を悼んで高市皇子が

熱烈な挽歌をささげている。

●ゆかりの地 鏡神社 比売塚（奈良市）

※天武天皇の長男。（吉野の盟約参加）

壬申の乱では近江大津宮を脱出し父の大海人皇子軍

に合流し活躍。草壁皇子・大津皇子亡き後、義理の母で

ある持統天皇を補佐。政務の最高責任者である太政大

臣に任命される。 ★キトラ古墳の被葬者の説有

●ゆかりの地 キトラ古墳（明日香村）

※40代

天智天皇の弟。壬申の乱で勝利後、即位。

律令や官位制度、日本最古の貨幣、富本銭を製作指示、

国史の編纂や神宮の整備など文化面でも改新を行い

古代日本の基盤を築いた。

●ゆかりの地 飛鳥池工房遺跡（明日香村）

※38代 享年４６歳

国政を専横した蘇我入鹿を乙巳の変で滅ぼす。

母斉明天皇の元、大化の改新を推進。

白村江の戦いに敗れると大津へ遷都し即位。

●ゆかりの地 大津宮（大津市）

※万葉集を代表する歌人。斉明天皇と

ともに白村江の戦いに向かう際の歌、

大海人皇子との歌など多くの歌を残す。

天武天皇・天智天皇との三角関係とも。

●ゆかりの地 蒲生（近江八幡市）

※天武天皇四男。

（吉野の盟約参加）

高市皇子亡き後、

皇族第一の立場。

大宝律令制定。

★高松塚古墳の

被葬者の説あり。

※持統天皇6年

（692年）持統天

皇が明日香皇女

の田荘に行幸。

持統天皇8年

（694年）病気平

癒のために沙門

104人を出家さ

せるなどの異例

の扱いを受けて

いる。

※天智天皇次男。

（吉野の盟約参

加）

天武時代、草壁、

大津、高市に次ぐ

序列。

天武天皇崩御後、

親友であった大

津皇子を持統天

皇に密告。

※天智天皇７男。

（吉野の盟約参加）

皇位継承とは無縁に

生き文化の道に生きる。

★「采女の袖ふきかえ

す明日香風都を遠みい

たづらに吹く」

一方、６男の白壁王が

光仁天皇となり、今日

の皇室は志貴皇子の

男系子孫である。

※万葉集を代表する歌人。正史には名がないが、

持統・文武朝に宮廷歌人であった。歌聖と呼ばれる1人。宇

陀で詠んだかぎろいの歌など多数の作品が残る。

●ゆかりの地 阿騎野（宇陀市）


